
 
 

深澤晟雄の会ニュース 特定非営利

(2007 年 12 月 5 日発行) 

深澤晟雄に魅せられて 

ら

を

の

る

動

 

 

 
札
幌
か
ら
胸
像
訪
ね
て
子
連
れ
旅 

村
長
に
惹
か

て
吾
は 

れ

そ
の
一
生
を 

更
に
知
ら
む
と 

沢
内
を
尋
む 

花
巻
市
・
三
田
照
子
さ
ん(

90
歳
） 

と 

 

 

10
月
25
日
午
後
、
深
澤
晟
雄

の
大
看
板
を
目
指
し
て
札
幌
か

ら
や
っ
て
き
た
の
は
、
何
と
親

子
5
人
の
軽
自
動
車
で
し
た
。

車
に
は
テ
レ
ビ
局
に
勤
め
る
外

館
（
と
だ
て
）
洋
一
さ
ん
夫
妻
と

4
、
3
、
1
歳
の
3
人
の
男

の
子
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。 

外
館
さ
ん
は
「
ま
と
ま
っ
た
休

暇
を
利
用
し
て
、
外
館
姓
の
ル
ー

ツ
を
岩
手
県
に
訪
ね
よ
う
と
計

画
中
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
を
見
た
。

私
た
ち
も
子
育
て
最
中
な
の
で
、

深
澤
晟
雄
の
テ
レ
ビ
を
見
て
感

動
し
た
。
胸
像
の
前
で
記
念
写
真

深澤晟雄の胸像前で記念写真の念願

かなえた外館さん夫妻と子どもたち 

 

 

 

花
巻
市
の
三
田
照
子
さ
ん
は
今

年
90
歳
。
卒
寿
の
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
目
の
輝
き
は
、
日
々
の
出

会
い
を
短
歌
に
詠
ん
で
作
歌
に

親
し
む
人
生
に
あ
る
よ
う
で
す
。

今
年
2
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

の
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」
で
増
田

進
元
沢
内
病
院
長
の
お
話
を
聞

い
て
深
澤
村
長
の
偉
業
に
感
動

し
、
ぜ
ひ
、
短
歌
に
し
て
残
し

た
い
と
今
年
の
春
、
取
材
に
沢

内
を
訪
れ
ま
し
た
。 

を
撮
っ
て
帰
り
た
い
」
と
語
り
、

深
澤
は
東
北
大
学
法
学
部
卒
だ

と
説
明
さ
れ
る
と
「
だ
か
ら
、『
憲

法
に
違
反
し
な
い
。
最
高
裁
ま
で

争
っ
て
も
い
い
』
と
言
い
切
っ
た

ん
で
す
ね
」
と
、
感
動
を
新
た
に

て
い
ま
し
た
。 

 

沢
内
駐
在
所
長
の
奥
様
が
外

姓
の
縁
者
と
聞
い
て
、
急
き
ょ

在
所
を
訪
問
。
温
か
く
迎
え
入

ら
れ
て
外
館
姓
情
報
も
仕
入

、
大
感
激
の
う
ち
に
宿
泊
先
の

沢
温
泉
に
向
か
い
ま
し
た
。 

 

 

そ
の
後
、
手
術
を
伴
う
二
ヵ

月
の
入
院
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
間
ひ
た
す
ら

深
澤
晟
雄
の
本
を
読
ん
で
は
作

歌
に
勤
み
「
入
院
に
感
謝
し
た
」

、
深
澤
村
長
を
詠
ん
だ
歌
集

添
え
て
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。 

あ
き
ら
め
を
希
望
に
変
へ
て

沢
内
の 

村
を
守
り
き
深
澤
晟
雄 

三
田
さ
ん
の
作
品
は
本
紙
次

以
降
で
も
紹
介
し
ま
す
。 

ひ
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深澤晟雄の会事務局／〒029-5505 西和賀町湯本 30-86-10   ホームページ：
第  ３  号  
活動法人 深 澤 晟 雄 の会
深澤晟雄に関する資料請求や問い合わせが全国各地から寄せ

れていますが、生命尊重の町を直接訪問して、深澤晟雄の思い

共有したいという人々もあります。その中から、北海道から 3 人

お子様連れで来町の若夫婦と深澤村長の業績を短歌に詠まれ

花巻市の 90 歳の女性をご紹介しましょう。ご両人とも本会の活

に賛同して活動資金にして欲しいと金一封を寄せられています。
し館駐れれ大
とを号
www.fukasawa-masao.jp/



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きと概ものよ政あ

、
生
命
と
健
康
に
つ
い
て

深澤語録を訪ねて ② 

  「所得格差より 

人命格差が問題」 

 

活
動
支
え
る
善
意
に
感
謝 

 

代
表
の
佐
井
昭
三
さ
ん
、
花
は

前
郷
の
内
記
俊
一
さ
ん
の
無

料
提
供
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で

す
」
と
い
う
ご
好
意
に
心
か

感
謝
い
た
し
ま
す
。 

訪
問
先
で
は
豊
か
な
自
然

育
ま
れ
た
魚
や
花
だ
け
に
、

和
賀
の
心
が
伝
わ
る
お
土

と
し
て
感
慨
深
く
受
け
取

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

深
澤
晟
雄
の
会
は
多
く
の

方
々
の
善
意
に
支
え
ら
れ
て

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
11
月

は
資
料
館
づ
く
り
の
研
修
視

察
や
深
澤
晟
雄
ゆ
か
り
の
県

外
の
方
々
を
訪
ね
る
機
会

多
く
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
都
度
、
お
土
産
に
し

の
が
「
岩
魚
の
刺
身
」
や

り
ん
ど
う
の
花
」
で
す
が
、

魚
は
新
町
の
か
じ
か
組
合

た
い
。 

 
 

雄
の
会
と
同
様
、
町
民
有
志
の
組
織

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
活
動
は
異
な
っ

て
も
生
命
尊
重
の
町
政
と
理
念
を
共

有
し
て
、
両
法
人
と
も
町
づ
く
り
の

住
民
パ
ワ
ー
を
担
う
存
在
で
あ
る
▼

深
澤
晟
雄
が
教
育
長
時
代
の
昭
和
30

年
前
後
に
組
織
し
た
青
年
会
、
婦
人

会

に
行
政
と
車
の
両
輪
と
な

っ

く
り
の
住
民
パ
ワ
ー
を
結

集

澤
旋
風
」
を
巻
き
起
こ
し
た

▼

命
行
政
発
祥
か
ら
半
世
紀
。

町

の
相
次
ぐ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

誕

平
成
の
深
澤
旋
風
」
を
予

感

。
両
法
人
と
も
全
国
に
活

動
の
「
連
帯
と
支
援
」
の
輪
を
広
げ

て
い
る
の
も
力
強
い
も
の
が
あ
る
。 
私
は
、
政
府
や
県
に
対
し
て

び
し
く
注
文
を
つ
け
た
い
こ

が
あ
る
。
政
治
の
作
用
は
、

括
的
に
モ
ノ
を
対
象
と
す
る

の
と
、
人
を
対
象
と
す
る
も

と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き

う
が
、
建
設
行
政
や
産
業
行

に
は
、
た
と
え
不
十
分
で
は

っ
て
も
、
き
わ
め
て
意
欲
的

で文はれ

昭
和
39
年
1
月
5
日
付
「
和
賀

載
さ
れ
た
年
頭
所
感
「
前
向
き
の
姿

半
部
分
を
紹
介
し
ま
す
。
37
年
の
乳

季
交
通
確
保
を
実
現
し
て
迎
え
る
39
ちい失て

 

あ
る
に
反
し
、
厚
生
行
政
や

教
行
政
に
つ
い
て
は
、
は
な

だ
関
心
が
低
い
よ
う
に
思
わ

る
。
生
命
や
教
育
、
す
な
わ

人
づ
く
り
に
重
点
を
置
か
な

よ
う
で
は
、
結
局
は
政
治
の

敗
と
な
ろ
う
。 

思
い
切
っ
て
第
一
着
手
と
し

新
聞
」
（
現
在
廃
刊
）
に
掲

勢
で
」の
前
半
を
省
略
、
後

児
死
亡
ゼ
ロ
、
38
年
の
冬

年
の
年
頭
の
言
葉
で
す
。

は
、
国
家
は
一
切
責
任
を
負

う
こ
と
に
し
て
は
ど
う
か
。

生
命
行
政
は
一
切
の
行
政
に

最
優
先
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
福

祉
国
家
の
面
目
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
所
得
格
差
を
問

と
す
る
よ
り
先
に
、
人
命

差
を
問
題
と
す
べ
き
で
あ

う
。 

新
年
の
抱
負
と
し
て
、
私
は

の
こ
と
に
つ
い
て
、
当
局
を

し
く
反
省
さ
せ
、
鞭
撻
い
た

ト
ワ
ー
ク

郷
づ
く
り

尊
重
行
政

る
。
生
命

具
体
的
な

に
町
民
の

長
の
偉
業

編集余録
が
、
後

て
村
づ

、
「
深

そ
の
生

民
有
志

生
は
「

さ
せ
る

「
輝
け
『
い
の
ち
』
ネ
ッ 

」
だ
▼
「
子
ど
も
の
理
想

」
を
め
ざ
し
つ
つ
「
生
命

史
研
究
」
も
視
野
に
入
れ

尊
重
の
精
神
を
形
に
す
る

事
業
を
展
開
す
る
と
こ
ろ

期
待
を
集
め
る
▼
深
澤
村

を
後
世
に
伝
え
る
深
澤
晟

題格ろこ厳し
歴史的な大事業・冬季交通確保も人命格差解消のためだった。

昭和 38 年冬、盛岡までの定期バスが開通。写真左に開通式

に臨む深澤村長の姿がみえる。 （昭和 38 年 2 月 2日撮影） 
内がた「岩
 
ら

 

に西産っ
生
命
行
政
発
祥
の
地
・
西

和
賀
町
に
ま
た
一
つ
「
生

命
尊
重
の
精
神
を
継
承
発

展
さ
せ
る
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
誕
生
す
る
。
そ
の
名
も


